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研究成果の概要（和文）： PDCA サイクルの考え方をヒートアイランド対策に適用し、シミ

ュレーションの活用システムを追加して、「PDCA デュアルサイクル支援システム」を Web 上に
構築した。具体的には以下の通りである。 
(1) ヒートアイランド対策手法を整理し、そのデータベースを構築した。 
(2) メソ気象シミュレーションツールの WRF モデルを用いて、大阪地域のヒートアイランドの

シミュレーションを行い、アセスメントに使用できる環境の構築を行った。 
(3) ヒートアイランドの常時観測を大学や研究機関が協力して行い、観測値のデータベース化

を行い、監視システムを構築した。 
(4) システムの運用を開始し、アンケートやヒアリングによりシステムの評価を行い、改善点

を明らかにしつつある。 
 
研究成果の概要（英文）： The idea of PDCA cycle was applied to the countermeasures of 
heat island with simulation study sub-system. It was constructed on the web system. (1) 
The countermeasure methods of heat island was filed up, and the database was constructed. 
(2) The heat island phenomenon in Osaka region was simulated using MM5 and WRF 
model. The climate improvement methods were able to evaluate by the construction. (3)The 
database system of observation was constructed under cooperating with some universities 
for monitoring. (4) The system is operate and the improvement points were to be clear by 
evaluating through the questionnaire and hearing. 
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１． 研究開始当初の背景 
①地球温暖化が進行する中でヒートアイラ
ンド対策は現代都市の重要な課題の一つと
なっていた。 
②一方、「PDCA サイクル」という手法がプロ
ジェクト管理などに一般的に用いられて成
果を上げていた。 
 
２．研究の目的 

PDCA サイクルの考え方をヒートアイラン
ド対策に適用し、シミュレーションの活用シ
ステムを追加して「PDCA デュアルサイクル支
援システム」を構築する。具体的には以下の
通りである。 
①ヒートアイランド対策手法データベース
の構築 

②シミュレーションツール活用環境の開発 
③ヒートアイランド観測データベースの 

構築 
④システム運用の開始と評価 
 
３．研究の方法 
(1) ヒートアイランド対策手法データベース

の構築 現在考えられるヒートアイラン
ド対策手法について、文献や識者へのヒ
アリングなどを通して対策手法を整理し、
対策手法のデータベースを構築する。 

(2) シミュレーションツール活用環境の開発 
メソ気象モデル WRF を用いて、対策に
よる気候アセスメントを行えるように活
用環境を開発する。 

(3) ヒートアイランド観測データベースの構
築 大学や研究機関が協力してヒートア
イランドの常時観測を行い、データベー
スを構築する。 

(4) システム運用の開始と評価 Webシステ
ムを構築してヒートアイランド対策の
PDCA サイクルを運用する。使用の評価
はヒアリングやアンケートなどを実施す
る。 

 
４．研究成果 
（１）データベース・システムの概要 
１）データベース・システムの構成 
 本研究で作成したデータベースは気象デ
ータベース（測定地点周辺状況調査結果も含
む）、熱画像データベース、ヒートアイラン
ド対策技術データベースの３つである。これ
らのデータベースの詳細については後述す
るが、これらに人工排熱データベース（WG3
で解説）、土地利用データベースを加えた５
つのデータベースを公開するための Webシス
テム「都市平熱化データベース・システム」
を構築した（図 1はデータベース公開システ
ムの初期画面）。本節の次項以降ではではそ
の構成（インターフェース等）について述べ
ることとする。 

なお、このシステムは現在、暫定的に摂南大
学のサーバ
（http://www.setsunan.ac.jp/~hi/project
/db/index.html）で管理・公開を行っている。 
 

図 1 データベース公開システムの初期画面 

 
２）新たなデータベースの公開 
 １）で述べたとおり、WG２では気象データ
ベース、ヒートアイランド対策技術データベ
ース、熱画像データベース、人工排熱データ
ベース、土地利用データベースの公開システ
ム「都市平熱化データベース・システム」を
作成したが、新たなデータベースを公開する
必要性が発生することも考えられる。本研究
での検討をもとに、そのような場合の登録方
法を、以下のとおり提案する。 
【新たなデータベースの登録方法】 
①データベース登録希望者がデータベース
管理主体に申請を行う。 
②データベース管理主体が登録の可否につ
いて審査を行う。 
③審査の結果、公開に適当であると判断され
た場合、申請者はデータベース管理主体にデ
ータを提出し、データベース管理主体がシス
テムに登録する。 
３）公開されているデータを活用した研究等
の公表について 
 「都市平熱化データベース・システム」で
公開されているデータを活用した研究等を
体外的に公表する際の規則について、検討を
行った。それらの検討をもとに、公開データ
を活用した研究等を公表する際の規則を以
下のとおり提案する。 
【本データベース・システムの公開データを
活用した研究等を体外的に公表する際の規
則】 
①対外的に公表する文書（論文、報告書等）
の中に本データベースを活用した旨を記載
することとする。 
②その他、体外的に公表する際に不明な事項
が発生した場合は、データベース管理主体
（摂南大学・森山正和）に問い合わせること



 

 

とする。 
 
（２）気象データベースの構造 
１）背景 
都市ヒートアイランド現象の実態把握や都
市の平熱化対策技術の効果検証などをおこ
なうためには、気象庁が提供しているアメダ
ス等の一般に公開されているデータだけで
は不十分であり、空間密度を高めた詳細なモ
ニタリングを長期的に行うことが必要とさ
れる。現在、気象庁のアメダスデータ以外に
も、自治体の大気環境常時監視測定局などの
データは、各管理機関のホームページ上で公
開している。一方、大学の研究室なども独自
に観測点を設置しているが、それらのデータ
はほとんど公開されていない。 
しかし、阪神間の複数機関の情報を集めれば
相当な観測点数になる（図 2 参照）。単一の
機関が収集できる気象データの数には限界
があるので、これらを集約するプラットフォ
ームがあれば、現状把握はもちろん対策技術
を検討する際にも非常に有益であると考え
られる。 

 

図 2 大阪地域の気象観測点 
（気象庁アメダス・地上観測、大阪府大気汚
染監視局、環境省気温等観測点、その他大学
の観測点等） 
 
２）システムのインターフェース 
 １）で述べたような背景から、本研究では
各機関が保有している気象観測データを収
集し、インターネットを通してそれを共有・
公開するためのプラットフォームとしての
Web システムを構築した（図 3 はシステムイ
メージ図）。 
 本データベースでは、ユーザーがインター
ネットを介して、「ステップ１：観測点の選
択」→「ステップ２：観測点情報の閲覧」→
「ステップ３：ダウンロードデータの選択」
→「ステップ４：ダウンロード」という手順
で、ダウンロードを行うことができるような
インターフェースとする。以下に各ステップ
のインターフェースの概要を述べる。 
 

図 3 本システムのイメージ図 
 
ステップ１：観測点の選択 
 図 4にこの気象データベース公開システム
の初期画面を示す。この画面は「１．データ
ベース公開システムの構成」で述べた「都市
平熱化データベース・システム」の初期画面
の「気象データベース（大阪地域）」をクリ
ックすると現れる。このシステムのユーザー
としては、最終的にはヒートアイランド関連
の研究者、実務者、さらにはヒートアイラン
ドに関心を持っている市民といった比較的
幅広い層を想定しており、また、対象地域も
広域にわたっている。そこで、本データベー
スでは、ユーザーが目的とするデータを容易
に検索できるよう、地図の中から観測点を選
択し、その観測点の情報を見て、データをダ
ウンロードするというシンプルなものとし
た。なお、地図データ更新の簡便性などを考
慮した結果、本システムの構築にあたっては
Google 社（http://www.google.co.jp）の提
供する、GoogleMap API を利用した。 
 ここで、図 4の地図中に観測点をクリック
すると、吹き出しが現れ、その中に観測点名
が表示される。また、吹き出しの中に「観測
点情報」というテキストが表示されているの
で、これをクリックするとステップ２に移る。 
 

図 4 気象データベース公開システムの初期
画面（ステップ１） 

大阪気温観測データ
共有・公開サーバー

（神戸大学）

神戸大学による
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気温観測データ

大阪府立大学による
気温観測データ

兵庫県立大学による
気温観測データ

大阪市立大学による
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大学研究者 自治体 市民・NPO

Web

データ検索・
リクエスト
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（気温観測データ・データに関する情報）



 

 

（クリックすると観測点名が表示される。航
空写真（衛星画像）と地図の表示切り替えが
可能。） 
 
ステップ２：選択した観測点に関する情報の
閲覧 
 ステップ２では図 5に示すような画面が表
示される。ここではその観測点に関する以下
の情報が閲覧できる。また、画面の最後に「デ
ータダウンロードページへ」というテキスト
が表示されているので、これをクリックする
とステップ３に移る。なお、アメダスや大気
環境常時監視測定局のデータについては、本
システムからダウンロードする形にはせず、
既存のダウンロード用ホームページへのリ
ンクのみを表示することとした。なお、周辺
状況については「周辺写真」等のテキストを
クリックすると画像を閲覧できるような形
とした（図 6）。 
 
【閲覧できる観測点情報の一覧】 
○市区町村 JIS コード 
○市区町村名 
○観測点番号 
○区分（観測点の区分） 
○観測点 ID 
○観測点名 
○緯度（世界測地系） [°] 
○経度（世界測地系） [°] 
○緯度（日本測地系） [°] 
○経度（日本測地系） [°] 
○標高 [m] 
○GL からの設置高さ（気温測定箇所） [m] 
○GL からの設置高さ（風向風速測定箇所） 
[m] 
○測定項目の有無（気温、湿度、日射量、分
光日射量、降水量、風向、風速、赤外放射量、
紫外線 B、日照時間、気圧） 
○測器の種類 
○記録間隔 [sec] 
○データ演算 
○測定開始日 [yyyy/mm/dd] 
○測定終了日 [yyyy/mm/dd] 
○管理者 
○周辺環境等（周辺写真、天空写真（魚眼）、
地上写真（魚眼）、測定装置写真、上空平面
詳細図、鳥瞰図へのリンク） 
○備考 
○周辺状況（半径 10km 圏内） 
○周辺状況（半径 1km 圏内） 
○周辺状況（半径 50m 圏内） 
○周辺状況（半径 5m 圏内） 
○日照条件 
○人工排熱による影響 
○用途地域（観測点がある場所の用途地域） 
○大阪府熱環境マップ夜間（大阪府が作成し
た熱環境マップにおける類型） 

 
 

図 5 観測点情報の閲覧画面（ステップ２） 

 
図 6 周辺状況の閲覧画面 

 
図 7 ダウンロードデータの選択画面 
 
ステップ３：ダウンロードデータの選択 
 ステップ３では図 7に示すような画面が表 
示される。ここでは月別のデータ取得状況を
確認でき、またデータが取得されている月を
クリックするとデータダウンロードが開始
されるような形とした。以上のステップをま
とめた画面推移を図 8に示す。 
 
 

下にスクロール



 

 

図 8 気象観測データベースの画面推移 
 
（３）シミュレーションツール活用システム
の開発 
１）ヒートアイランドの定義について 

ヒートアイランド現象は、概念的には現存
の土地状態の気温と潜在自然気温との差で
表されるべきものと考えることができる。都
市が海や山に複雑に接している場合などは
参照とする周辺気温を選択するのは困難で
ある。本研究は、都市の元々の自然状態にお
ける気温を推定し、その差からヒートアイラ
ンド現象を再認識しようとするものである。 
２）現存気候地図と潜在気候地図の作成 

潜在自然気温とは、その土地状態が潜在的
な自然被覆であった場合に予測される気温
であり、同時に潜在自然気候も想定できる。
人為的干渉を停止させたとき，その立地が現
在支え得る終局自然植生のことを潜在自然
植生と呼び、宮脇昭らによって近畿圏を含め
た日本の潜在自然植生がまとめられている．
現存気候と潜在自然気候を計算するソフト
ウエアとして、本研究では MM5 及び WRF を使
用した。MM5 や WRF は、客観解析値が使われ
ることにより、長期間安定した気象シミュレ
ーションが可能である。従って、ここでは予
測よりも過去の気象現象を時間的空間的に
補間できるツールとして MM5を採用している。
Mother Domain を 解 像 度 3km で 領 域
360km×360km、Nested Domain（解析対象）
を解像度 1km で領域 103km×103km とした．
なお、今回の計算では人工排熱は考慮できて
いないが、最高気温時を主な考察の目的とし
ているので結果への影響は少ないと見てい
る。 
３）数値計算結果 

解析は、いずれも晴れた猛暑日で、2006 年
8 月 3～5 日、同年 8 月 24～26 日、2007 年 8
月 16～17 日の計 8日間を対象とした。 
・現存気候における高温域の形成と海風の影
響  日によって海風の発達に差異はある
が、形成される高温域にはそれほどの差はな
い。通常の海風日に見られる高温域は、豊中
市・吹田市の南部、摂津市、茨木市南部、高
槻市南部、寝屋川、大阪市東部、守口市・門

真市、大東市・東大阪市・八尾市の西部あた
りである。大阪地域北部において北成分の風
が強くなる条件下では、高温域は他の日とは
異なり南に移動して大阪市東部から八尾、藤
井寺市あたりに見られている。 
４）現存と潜在の比較による気温及び風系の
変化と高温域形成との関係 
現存気候でも潜在自然気候でも海岸から

内陸部へ行くほど気温が高くなる傾向が見
られたが、現存の方が潜在自然に比べて内陸
への温度上昇は大きかった．これは都市部に
よって海風が加熱され内陸部では水平風速
が弱くなり気温も上昇することによるもの
と解釈された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（４）まとめ 
 本報告では気象データベースの作成に至
った背景、データベースの内容、およびその
公開システムのインターフェース、それにシ
ミュレーションツール活用システムの開発
について概説した。 
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